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応用行動分析的技法を使用した座位訓練の効果
高次脳機能障害を合併した重症脳血管障害患者における検討




































































側が上肢 ，手指 ，下肢 であった．感覚障
害は表在・深部ともに鈍麻が疑われた．右側につい
ては， は上肢 ，手指 ，下肢




















































用いた．第 病日 第 病日の 日間の訓練機会を
ベースライン期とした．次に，第 病日 第 病日
の 日間に介入を実施した．さらに，介入が有効で
あるか否かを検討するために，第 病日 第 病日
までの 日間をプローブ期とした．そして，第 病































手形を除去した座位訓練を 日間（第 病日 第
病日）実施した（フェイディング ）．次にカウン
トダウンを … …， と 秒間隔に空けた座位
訓練を 日間（第 病日 第 病日）実施した（フェ
イディング ）．さらに，第 病日 第 病日の
日間は，カウントダウンをなくした（フェイディン


















































































































）豊田 輝，山 裕司・他 練習方法の違いが模
擬大腿義足歩行技能に及ぼす影響について．理
学療法科学 ，
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